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一　

は
じ
め
に

　

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
活
動
し
た
歌
僧
寂
蓮
は
、
俊
成
の
甥
に

し
て
養
子
と
な
り
、
さ
ら
に
家
隆
の
義
父
と
な
っ
た
点
で
も
、
ま
た
様
々
な
階

層
の
人
々
と
歌
筵
を
囲
ん
だ
詠
歌
実
績
に
よ
っ
て
も
注
意
さ
れ
る
歌
人
で
あ
る
。

そ
の
家
集
に
つ
い
て
は
、
早
く
久
曽
神
昇
が
『
顕
昭
・
寂
蓮
』（
以
下
、「
久
曽

神
著
書
」
と
略
称
）
で
諸
伝
本
を
紹
介
し**

、
そ
の
後
、
半
田
公
平
が
『
寂
蓮
法

師
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』（
以
下
、「
半
田
著
書
」
と
略
称
）
で
多
く
の
伝
本
を

調
査
報
告
し
た**

。
寂
蓮
の
家
集
は
、
①
一
〇
九
首
か
ら
成
る
部
類
本
（
い
わ
ゆ

る
寿
永
百
首
家
集
本
）
と
、
②
寂
蓮
没
後
に
他
撰
さ
れ
二
六
〇
余
首
を
収
め
る

雑
纂
本
と
を
基
幹
と
す
る
が
、
現
存
す
る
『
寂
蓮
集
』
は
①
な
い
し
は
②
が
単

独
で
伝
来
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
③
六
百
番
歌
合
お
よ
び
千
五
百

番
歌
合
の
二
種
の
百
首
と
三
体
和
歌
、
④
撰
集
に
入
る
が
家
集
に
見
え
な
い
歌

の
抄
出
、
を
加
え
た
四
要
素
が
様
々
に
結
び
つ
き
、
多
様
な
形
態
を
示
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、『
私
家
集
大
成
』
中
世
Ⅰ
に
入
る
寂
蓮
集
Ⅱ
の
底
本
と
な
っ
た
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
『
寂
蓮
集
』
は
、
雑
纂
本
に
六
百
番
歌
合

と
千
五
百
番
歌
合
の
各
百
首
、
そ
れ
に
「
入
撰
集
不
入
家
集
歌
」
と
三
体
和
歌

詠
を
併
せ
た
全
五
四
七
首
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四

巻
に
入
る
寂
蓮
集
の
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
本
は
部
類
本
と
雑
纂
本
を
併

せ
た
三
八
六
首
か
ら
な
る
。
そ
の
他
、
①
②
④
を
併
せ
た
『
寂
蓮
集
』
も
存
在

す
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
形
態
を
半
田
は
五
系
統
に
整
理
し
て
い
る
。
現
存
伝
本
の
形
態

の
違
い
に
よ
る
分
類
は
半
田
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
言
え
る
が
、『
寂
蓮

集
』
の
根
幹
を
成
す
①
②
の
家
集
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
り
立
ち
や
性
格
が
、

ま
だ
十
分
に
検
討
し
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
①
の
部
類
本
は
自
撰
で
あ

る
上
に
、
寿
永
百
首
家
集
群
に
関
す
る
研
究
も
進
展
し
て
い
て
、
そ
の
性
格
は

ま
だ
し
も
明
確
だ
が
、②
の
雑
纂
本
（
特
に
②
の
み
を
内
容
と
す
る
伝
本
群
）
は
、

重
出
歌
を
多
く
含
む
な
ど
未
整
理
な
印
象
が
強
い
た
め
か
、
注
意
を
払
わ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
、
集
と
し
て
の
性
格
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
雑
纂
本
の
み
を
構
成
要
素
と
す
る
『
寂
蓮
集
』
の
一
本
に
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
蔵
さ
れ
る
高
松
宮
旧
蔵
本
が
あ
る
。
す
で
に
半
田
著

書
に
「
高
松
宮
家
蔵
Ａ
本
」（
本
稿
で
も
、
こ
の
分
類
に
従
う
。
以
下
、「
高
松

宮
Ａ
本
」「
Ａ
本
」
と
略
称
）
の
名
で
紹
介
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
『
寂
蓮
集
』

高
松
宮
旧
蔵
『
寂
蓮
集
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　

─ 

雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
成
り
立
ち
と
性
格 

─

中　

村　
　
　

文
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の
諸
本
が
、
多
く
江
戸
中
期
以
降
の
写
本
で
あ
る
中
で
、
該
本
は
江
戸
初
期

写
と
写
し
が
古
く
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
伝
来
の
素
姓
も
確
か
な
伝
本
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
雑
纂
本
の
み
か
ら
成
る
『
寂
蓮
集
』
の
伝
本
に
冷
泉
家
蔵
本

が
存
す
る
こ
と
は
久
曽
神
著
書
が
指
摘
し
、
ま
た
半
田
著
書
も
久
曽
神
著
書

に
拠
り
「
高
松
宮
家
蔵
Ａ
本
」
と
同
じ
分
類
項
目
の
中
に
「
冷
泉
家
蔵
本
」

の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
高
松
宮
Ａ
本
は
そ
の
形
態
や
伝
来
か
ら
見
て
、
こ

の
冷
泉
家
本
『
寂
蓮
集
』
と
深
く
関
連
す
る
伝
本
と
推
測
さ
れ
る
。
冷
泉
家

本
は
雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
原
態
を
解
き
明
か
す
鍵
と
な
る
伝
本
と
想
定
さ

れ
る
が
、
存
在
の
み
は
知
ら
れ
る
も
の
の
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
等
に
も

影
印
が
入
ら
な
い
。
冷
泉
家
本
の
実
体
が
確
認
し
え
な
い
現
時
点
に
お
い
て
、

高
松
宮
Ａ
本
は
雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
性
格
を
考
察
す
る
際
に
、
も
っ
と
も

有
力
な
材
料
と
な
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
高
松
宮
Ａ
本
の
本
文
お
よ
び
構
成
を
検
討
し
な
が

ら
、
雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
集
と
し
て
の
傾
向
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
高

松
宮
Ａ
本
の
特
徴
を
取
り
上
げ
、さ
き
に
触
れ
た
『
私
家
集
大
成
』
所
収
「
寂

蓮
Ⅱ
」
の
底
本
と
な
っ
た
高
松
宮
旧
蔵
本
（
以
下
、「
高
松
宮
Ｂ
本
」「
Ｂ
本
」

と
略
称
）、
お
よ
び
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四
巻
所
収
「
寂
蓮
集
」
の
底
本

と
な
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
以
下
、「
書
陵
部
本
」「
書
本
」
と
略
称
）

の
雑
纂
本
部
分
と
の
比
較
を
通
し
て
、
雑
纂
本
と
し
て
の
特
性
を
考
察
し
、

ま
た
雑
纂
本
が
他
の
要
素
と
結
び
つ
き
な
が
ら
現
在
見
る
『
寂
蓮
集
』
の
諸

形
態
へ
と
成
長
す
る
間
に
、
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
た
の
か
を
た
ど
っ
て

み
た
い
。

　
　
　

二　

高
松
宮
家
旧
蔵
『
寂
蓮
集
』
Ａ
本
の
概
略

　

ま
ず
、
検
討
対
象
と
す
る
高
松
宮
Ａ
本
の
書
誌
ほ
か
の
概
略
を
記
し
て
お

こ
う
。
す
で
に
半
田
著
書
に
も
紹
介
が
あ
り
重
複
す
る
点
が
多
い
が
、
稿
者

が
調
査
し
た
と
こ
ろ
を
記
し
て
お
く
。

　

高
松
宮
Ａ
本
は
現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏

本
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
で
蔵
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
Ｈ
─
六
〇
〇
─

五
五
〇
。
元
函
架
：
る
函
二
七
三
）。

　

袋
綴
一
冊
。
江
戸
前
期
写
。
縦
二
七
．
六
×
二
〇
．
四
㎝
。
縹
色
の
紙
表

紙
で
上
藍
下
紫
の
内
曇
あ
り
。
表
紙
左
肩
に
抹
茶
色
の
題
簽
（
一
五
．
一
×

一
三
．
六
㎝
）を
貼
り
、「
寂
蓮
集
」と
墨
書
す
る
。
料
紙
は
ご
く
薄
手
の
楮
紙
。

遊
紙
前
ナ
シ
、
後
一
丁
。
墨
付
二
十
三
丁
。
一
面
十
四
行
書
き
。
和
歌
一
首

一
行
書
き
。
字
高
約
二
五
．
〇
㎝
。
詞
書
は
三
字
下
げ
。
本
文
は
二
十
一
丁

ウ
ラ
で
終
わ
り
、二
十
二
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
に
左
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
（
改

行
は
原
態
の
ま
ま
。
割
注
は
〈　

〉
で
示
し
、
そ
の
改
行
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
で

示
し
た
。
和
暦
の
右
傍
に
西
暦
を
付
し
た
。
以
下
、
奥
書
の
処
理
は
同
じ
）。

　
　

和
歌
二
百
九
十
五
首

　
　
　
　

春
本
云
 

誓
法
橋　
　
　
　

窓
信
僧
都

　
　
　
　
　

供
送
之　
　
　

以
之
書
写
也

　
　
　
　
　

建（
一
二
五
三
）

長
五
年
十
一
月
七
日
書
写
挍
合
了　
　
　

」
22
オ

　
　

弘（
一
二
八
一
）

安
四
年
〈
辛
巳
〉
夏
五
月
之
比
以
大
原
野

　
　

禅
尼
本
教
人
〈
善
峯
寺
／
信
宗
闍
梨
〉
書
写
了

　
　

同
八
月
挍
合
了　
　
　
　
　

権
律
師
玄
覚　
　
　
　

」
22
ウ

　

こ
の
奥
書
は
、
高
松
宮
Ｂ
本
で
も
268
番
歌
の
後
、
す
な
わ
ち
雑
纂
本
の
末

尾
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
纂
本
の
み
を
要
素
と
す
る
高
松
宮
Ａ
本
に
見
え
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る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
半
田
著
書
に
指
摘
の
あ
る
通
り
、
雑
纂
本
そ
れ
自
体

に
関
連
し
た
奥
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
松
宮
Ｂ
本
の
奥
書
は
、

　
　
　

春
本
云
　

誓
法
橋
本

　
　
　

定
信
僧
都
借
進
之
以
之
書
写
之

　
　

 　

建
本
云
　

長
五
年
十
一
月
七
日
書
写
挍
合
歟

　
　
　

弘
安
四
年
夏
五
月
之
比
次
大
原
野
禅
尼
本
教

　
　
　

人
〈
善
峯
寺
／
信
宗
日
宗
〉
書
写
之
同
八
月
挍
合
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師
玄
覚

と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
本
の
「
春
誓
法
橋
本4

」、「
挍
合
歟4

」、「
信
宗
日
宗
」（
傍

点
稿
者
）
等
の
箇
所
は
文
意
不
通
で
あ
り
、
Ａ
本
の
本
文
に
就
い
て
初
め
て

そ
の
内
容
が
理
解
で
き
る
。
Ａ
本
二
十
二
丁
オ
モ
テ
で
は
行
取
り
に
沿
っ
て

上
か
ら
下
へ
読
み
進
め
る
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ
「
春
誓
法
橋
／
供
送
之
」

「
窓
信
僧
都
／
以
之
書
写
也
」
の
二
行
ず
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
上
下
二
段
に
重

ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
書
き
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
春
誓
法
橋
が
手
許
に

あ
っ
た
『
寂
蓮
集
』
を
提
供
し
、
そ
れ
を
窓
信
僧
都
が
書
写
し
た
と
い
う
伝

写
の
経
緯
が
よ
り
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
春
誓
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
ご
と

く
、
寂
蓮
の
遺
志
を
継
い
で
新
撰
深
窓
集
と
い
う
私
撰
集
の
編
纂
を
終
功
し

た
人
物
で
、
こ
の
人
物
の
許
に
雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分

な
必
然
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
本
の
奥
書
は
雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
生

成
と
伝
来
の
経
緯
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
半

部
分
も
、
弘
安
四
年
夏
に
大
原
野
禅
尼
本
を
善
峯
寺
信
宗
闍
梨
に
書
写
さ
せ

た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
奥
書
か
ら
見
る
限
り
、
Ａ
本
は
近
世
初
期
の

写
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
転
写
に
よ
る
本
文
の
改
変
の
程
度
は
小
さ
く
、
雑

纂
本
が
生
成
し
た
際
の
原
態
を
比
較
的
よ
く
保
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
Ａ
本
の
二
十
二
丁
ウ
ラ
左
下
隅
に
は
「
幸
仁
」
印
、
後
表
紙
見
返

し
右
下
隅
に
は
「
明
暦
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
明
暦
」
印
は
第
百
十
一

代
天
皇
で
あ
っ
た
後
西
天
皇
所
用
の
蔵
書
印
、「
幸
仁
」
印
は
後
西
天
皇
の
第

二
皇
子
で
有
栖
川
宮
家
第
三
代
当
主
と
な
っ
た
幸
仁
親
王
の
所
用
印
で
あ
る
。

後
西
天
皇
は
後
水
尾
天
皇
第
八
皇
子
と
し
て
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
生
。

承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
踐
祚
し
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、
霊
元
天

皇
に
譲
位
す
る
ま
で
十
年
間
帝
位
に
あ
り
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
没

し
た
。幸
仁
親
王
は
明
暦
二
年（
一
六
五
六
）生
で
、元
禄
十
二
年（
一
六
九
九
）

没
し
た
。
高
松
宮
Ａ
本
は
後
西
天
皇
か
ら
幸
仁
親
王
に
譲
ら
れ
、
有
栖
川
家

に
伝
来
し
て
、
高
松
宮
家
の
蔵
本
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
二
印
の
示
す
意
味
は
伝
来
の
由
緒
の
確
か
さ
を
証
す
に
留
ま
ら
な
い
。

後
西
天
皇
は
、
焼
失
し
た
禁
裡
文
庫
の
回
復
と
充
実
の
た
め
に
、
収
書
や
書

写
に
尽
力
し
た
こ
と
で
近
時
注
目
を
集
め
て
い
る
天
皇
で
あ
り
、
伝
本
を
作

る
際
に
は
書
写
の
親
本
を
、
冷
泉
家
な
ど
の
し
か
る
べ
き
善
本
を
有
す
る
公

家
か
ら
徴
し
た
こ
と
が
、
酒
井
茂
幸
ら
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る**

。
高
松
宮
Ａ
本
も
そ
う
し
た
善
本
を
親
本
と
す
る
伝
本
で
あ
る
可
能

性
が
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
こ
の
高
松
宮
Ａ
本
と
比
較
検
討
す
る
三
伝
本
に
つ
い
て
も
簡
単
に

述
べ
て
お
こ
う
。

　

高
松
宮
Ｂ
本
は
Ａ
本
と
同
様
に
、
現
在
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
「
高

松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
と
し
て
蔵
さ
れ
る
（
資
料
番
号
Ｈ
─
六
〇
〇
─

五
四
九
、
元
函
架
：
る
函
二
七
二
）。
袋
綴
一
冊
。
江
戸
中
期
の
写
本**

で
、『
私

家
集
大
成
』
中
世
Ⅰ
所
収
「
寂
蓮
Ⅱ
」
の
底
本
で
あ
る
。

　

書
陵
部
本
は
函
架
番
号
五
〇
一
・
七
二
五
。
袋
綴
一
冊
。
江
戸
写
の
御
所

本
で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四
巻
所
収
「
寂
蓮
法
師
集
」
の
底
本
で
あ
る
。

御
所
本
と
は
「
後
水
尾
・
後
西
・
霊
元
な
ど
数
代
に
わ
た
り
書
写
収
集
し
た
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旧
禁
裏
御
文
庫
本
」
の
称
で
あ
る
か
ら**

、
右
に
挙
げ
た
高
松
宮
Ａ
本
・
Ｂ
本
・

書
陵
部
本
の
三
伝
本
は
、
伝
来
か
ら
見
て
相
互
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ

る
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
高
松
宮
Ａ
本
と
同
系
の
、
雑
纂
本
か
ら
の
み
成
る
『
寂
蓮
集
』

の
一
伝
本
と
し
て
、
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
蔵
本
を
も
比
較
の
対
象
と
し
た
い
。

半
田
著
書
で
は
「
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
本
」
の
名
で
挙
が
る
伝
本
で
、

現
在
は
島
原
市
立
島
原
図
書
館
内
の
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
（
以

下
、「
松
平
本
」
と
略
称
）。
函
架
番
号
一
三
六
・
一
〇
、
袋
綴
一
冊
、
寛
文
・

元
禄
頃
の
写
本
で
、
左
の
よ
う
な
奥
書
を
有
す
る
。

　
　

和
歌
二
百
九
十
五
首

　
　
写
本
云

　
　
　

本
云

　
　
　

春
誓
法
橋
本　
　

窓
信
僧
都

　
　
　

借
送
之　

以
之
書
写
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
31
オ

　
　
　

弘
写
本
曰

安
四
年
〈
辛
巳
〉
夏

五◦
月
之
比
以
大
原
野

　
　
　

禅
尼
本
教
人
〈
善
峯
寺
／
信
宗
圓
景
〉
書
写
了

　
　
　

同
八
月
挍
合
了
権
律
師
玄
覚　
　
　
　
　
　
　
　

」
31
ウ

松
平
本
が
Ａ
本
と
極
め
て
近
い
本
文
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
半
田
著
書

に
も
指
摘
が
あ
る
。
奥
書
が
先
に
見
た
高
松
宮
Ａ
本
と
極
め
て
近
く
、
Ａ
本

の
系
統
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
が
、
な
お
、「
善
峯
寺

信
宗
圓
景
」
の
箇
所
や
微
妙
な
字
配
り
な
ど
に
相
違
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

重
ね
て
記
さ
れ
る
「
写
本
云
」
の
字
句
も
、
Ａ
本
の
段
階
か
ら
転
写
を
重
ね

た
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
よ
う
。

　

さ
て
、
以
下
で
は
高
松
宮
Ａ
本
と
右
の
三
伝
本
に
つ
い
て
、
雑
纂
本
の
部

分
に
限
定
し
て
比
較
対
照
し
て
い
く
。
歌
番
号
は『
私
家
集
大
成
』所
収「
寂

蓮
Ⅱ
」、
す
な
わ
ち
高
松
宮
Ｂ
本
を
基
準
と
す
る
が
、
若
干
の
問
題
が
残
る
。

高
松
宮
Ａ
本
と
松
平
本
は
雑
纂
本
二
九
五
首
の
み
か
ら
な
る
が
、
高
松
宮
Ｂ

本
と
書
陵
部
本
で
は
雑
纂
本
箇
所
は
伝
本
の
一
部
分
で
あ
り
、
特
に
、
部
類

本
の
後
に
雑
纂
本
が
付
い
た
形
態
の
書
陵
部
本
で
は
、
他
の
三
本
と
歌
番
号

が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
書
陵
部
本
の
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌

大
観
』
第
四
巻
所
収
「
寂
蓮
法
師
集
」
に
従
っ
て
示
す
。
す
な
わ
ち
、
書
陵

部
本
で
は
110
番
〜
386
番
が
比
較
検
討
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、高
松
宮
Ａ
本
・

松
平
本
・
書
陵
部
本
の
三
本
は
、
高
松
宮
Ｂ
本
に
入
ら
な
い
歌
を
有
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
も
高
松
宮
Ｂ
本
を
基
準
と
し
て
「
○
番
の
次
」

と
い
う
形
で
示
し
、
高
松
宮
Ｂ
本
の
有
さ
な
い
歌
が
他
本
で
連
続
し
て
あ
ら

わ
れ
る
場
合
に
は
「
○
番
の
次
①
②
③
…
」
と
番
号
を
振
っ
て
示
す
こ
と
と

す
る
。
そ
の
他
の
和
歌
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、本
文
・
歌
番
号
と
も
に
『
新

編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

　
　
　
　

三　

二
つ
の
高
松
宮
旧
蔵
本

　

先
ず
、
高
松
宮
Ａ
・
Ｂ
両
本
を
比
較
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
高
松
宮

Ａ
本
は
、
半
田
著
書
が
「
重
出
歌
が
多
く
、
整
備
さ
れ
た
本
文
と
は
言
い
難

い
」
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
後
に
検
証
す
る
よ
う
に
、
Ａ
本
は
重
出
状
況
か

ら
見
る
と
未
整
理
な
印
象
が
拭
い
が
た
い
が
、
本
文
自
体
は
む
し
ろ
Ｂ
本
に

不
審
な
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
を
Ａ
本
で
訂
せ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
参
考

の
た
め
に
書
陵
部
本
の
本
文
と
併
せ
て
掲
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
70
番
詞

書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、

ア　

Ａ
本　
　

野
草
秋
近　
民
部
卿　

當
ヽ

　
　

Ｂ
本　
　

野
草
秋

　
　

書
本
182　

野
草
秋
近　
民
部
卿
会
當
々

Ｂ
本
の
形
で
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
を
詠
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
設
題
で
あ
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る
か
が
理
解
し
に
く
い**

。
ま
た
、
詠
出
の
場
に
つ
い
て
も
Ａ
本
・
書
本
に
記

さ
れ
た
会
記
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
38

番
詞
書
で
も
、
Ａ
本
・
書
陵
部
本
が
「
鳥
羽
殿
御
遊
」
の
会
記
の
下
に
「
建

仁
元
年
四
月
」
と
開
催
時
を
注
す
る
の
に
対
し
て
、
Ｂ
本
で
は
「
鳥
羽
殿
御

遊
和
哥
船
に
て
」
と
あ
る
の
み
で
、
開
催
時
を
示
し
て
い
な
い**

。

　

年
号
や
人
名
な
ど
も
、
左
に
示
し
た
ご
と
く
、
Ａ
本
が
妥
当
で
、
Ｂ
本
が

誤
っ
て
い
る
場
合
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

81
詞
書　
　
　

185
番
左
注　
　

213
詞
書　
　
　
　

215
詞
書

イ　

Ａ
本　
　

文
治
六
年　
　

句
題
百
首　
　

左
大
将
實
定　
　

伊
綱

　
　

Ｂ
本　
　

文
保
六
年　
　

同
題
百
首　
　

左
大
将
実
道　
　

是
縄

　
　

書
本　

193
文
保
六
年　

300
句
題
百
首　

330
左
大
将
實
定　

 332
伊
綱

　

和
歌
の
本
文
に
お
い
て
も
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
が
対
立
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
（
傍
線
稿
者
）、

ウ　

Ａ
本　

さ
ひ
し
さ
に
う
き
世
を
か
へ
て
し
の
は
す
は
ひ
と
り
聞
へ
き
松

の
風
か
は
（
167
）

　
　

Ｂ
本　

恋
し
さ
に
う
き
世
を
か
へ
て
し
の
は
す
は
ひ
と
り
き
く
へ
き
松

の
風
か
は
（
167
）

　
　

書
本　

さ
ひ
し
さ
に
浮
世
を
か
へ
て
忍
す
は
ひ
と
り
き
く
へ
き
松
の
風

か
は
（
282
）

の
初
句
は
、
出
家
者
の
覚
悟
を
歌
っ
た
一
首
の
内
容
か
ら
見
て
、「
さ
び
し
さ

に
」
と
あ
る
の
が
妥
当
で
、
Ｂ
本
の
形
で
は
意
が
取
り
に
く
い
。
こ
の
歌
を

収
め
た
千
載
集
（
雑
中
1138
）
で
も
初
句
は
「
さ
び
し
さ
に
」
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
ほ
た
る
」
題
で
詠
ま
れ
た
、

エ　

Ａ
本　

夏
虫
の
よ
そ
に
も
え
行
思
ひ
ま
て
う
き
身
に
や
と
す
そ
て
の
つ

ゆ
か
な
（
39
）

　
　

Ｂ
本　

夏
虫
の
よ
そ
に
な
り
行
お
も
ひ
ま
て
う
き
身
に
や
と
す
袖
の
露

哉
（
39
）

　
　

書
本　

夏
虫
の
よ
そ
に
な
り
ゆ
く
お
も
ひ
ま
て
う
き
身
に
や
と
す
袖
の

露
哉
（
150
）

に
お
い
て
は
、
螢
の
光
を
「
思
ひ
」
の
「
火
」
と
見
て
動
詞
「
燃
え
る
（
恋

に
身
を
焦
が
す
）」
と
取
り
合
わ
せ
る
修
辞
が
伝
統
的
で
あ
る
か
ら
、
二
句

は
Ａ
本
の
よ
う
に
「
よ
そ
に
も
え
行
」
と
あ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
「
五
月
」
題
で
詠
ま
れ
た
、

オ　

Ａ
本　

ふ
り
そ
め
て
た
え
〳
〵
見
え
し
に
は
た
つ
み
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
く

五
月
雨
の
比
（
260
）

　
　

Ｂ
本　

ふ
り
初
て
た
え
〳
〵
見
え
し
庭
た
つ
み
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
く
五
月

雨
の
空
（
260
）

　
　

書
本　

ふ
り
そ
め
て
た
え
〳
〵
見
え
し
庭
た
つ
み
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
く
五

月
雨
の
空
（
378
）

は
、
降
り
始
め
た
頃
に
は
水
た
ま
り
は
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
て
い
た
が
、
雨

の
続
く
五
月
雨
の
時
期
に
は
水
た
ま
り
が
一
つ
に
連
続
し
て
見
え
る
、
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
結
句
は
「
五
月
雨
の
比
」「
五
月
雨
の
空
」
の
い
ず
れ
で

も
通
り
、
Ｂ
本
・
書
本
の
「
五
月
雨
の
空
」
の
方
が
、
前
後
に
即
き
す
ぎ
ず

新
鮮
な
印
象
を
与
え
る
と
も
言
え
る
が
、
和
歌
的
文
脈
に
沿
っ
た
措
辞
を
考

え
れ
ば
、
Ａ
本
の
「
五
月
雨
の
比
」
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
和
歌
本
文
の
点
か
ら
見
て
も
、
Ａ
本
は
Ｂ
本
よ
り
も
妥

当
な
本
文
を
有
す
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
三
伝
本
の
比
較
検
討
を
通
し

て
、
ア
イ
に
掲
げ
た
固
有
名
詞
等
の
面
で
は
Ａ
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
本
文
を
示

し
て
誤
り
の
な
か
っ
た
書
陵
部
本
が
、
ウ
エ
オ
で
検
討
し
た
ご
と
く
、
和
歌

本
文
に
お
い
て
は
む
し
ろ
Ｂ
本
と
同
じ
形
を
示
す
傾
向
の
あ
る
こ
と
も
了
解
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さ
れ
る
。
雑
纂
本
は
生
成
さ
れ
た
当
初
に
お
い
て
は
、
Ａ
本
の
よ
う
に
「
雑

纂
本
」
単
独
で
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
、
部
類
本
や
百
首
歌
な
ど
の
他
の
要

素
が
付
随
し
た
Ｂ
本
や
書
陵
部
本
は
、
Ａ
本
よ
り
は
後
に
発
生
し
た
形
態
と

言
え
る
。
さ
ら
に
諸
本
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
初
発
と
後
発
の
形
態
を
持
つ
伝
本
が
本
文
を
異
に
す
る
場
合
、
他

の
要
素
を
統
合
し
て
形
態
が
変
容
す
る
に
従
い
、
本
文
も
次
第
に
改
変
し
て

い
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
本
の
本
文
は
、
単

に
複
合
的
な
成
り
立
ち
を
持
つ
諸
系
統
の
本
文
を
訂
す
る
材
料
と
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
雑
纂
本
〈
寂
蓮
集
〉
が
成
立
し
た
と
き
の
原
初
的
形
態
を
示
唆

し
て
も
い
よ
う
。
右
の
ウ
エ
オ
の
よ
う
な
、
単
な
る
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
た

と
は
言
い
難
い
和
歌
本
文
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
で
は
、
諸
本
の
性
格

を
踏
ま
え
た
上
で
、
ど
の
本
文
に
就
く
か
を
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
　
　

 

四　

所
収
歌
に
見
る
雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
変
容

　

次
に
、
Ａ
・
Ｂ
両
本
の
所
収
歌
の
相
違
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
両
本
を
比

較
す
る
と
、
Ａ
本
に
は
存
在
す
る
が
Ｂ
本
で
は
同
じ
位
置
に
当
該
歌
が
存
在

し
な
い
場
合
が
二
十
七
例
あ
る
。
そ
の
一
覧
を
付
表
の
ア
・
イ
の
欄
に
示
し

た
。
以
下
で
は
各
歌
を
表
の
左
端
に
付
し
た
ａ
〜
α
の
記
号
に
よ
っ
て
指
し

示
す
。
こ
れ
ら
の
歌
は
付
表
オ
欄
に
示
し
た
如
く
、
ａ
ｂ
ｄ
ｆ
ｉ
ｓ
を
除
く

二
十
二
例
が
、
Ａ
本
内
の
別
の
箇
所
に
重
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
欄
に

濃
い
網
掛
け
を
施
し
た
よ
う
に
、
ｆ
と
ｉ
、
ｎ
と
ｔ
が
重
複
す
る
が
、
ｎ
ｔ

の
「
月
き
よ
み
」
歌
は
オ
欄
に
示
し
た
よ
う
に
94
番
に
も
入
る
。
三
箇
所
に

重
載
さ
れ
る
歌
は
こ
の
一
例
の
み
だ
が
、
半
田
著
書
の
「
重
出
歌
が
多
く
、

整
備
さ
れ
た
本
文
と
は
言
い
難
い
」
と
の
指
摘
は
こ
の
表
か
ら
も
肯
わ
れ
る
。

ア イ ウ エ オ カ

歌の位置 初句 書本 肩　　　注 Ａ 本 内 重複分の有無
Ａ本 松平本 重複状況 Ｂ本 書本

ａ 15の次 なかめつる 125 ナシ ナシ × ─ ─
ｂ 31の次 あきといへと 142 ナシ ナシ × ─ ─
ｃ 41の次 雲きゆる 153 ナシ ナシ 258 258 376
ｄ 153の次 うしのこに 266 ナシ ナシ × ─ ─
ｅ 156の次 さとはあれぬ × 両書 両書 76 76 188
ｆ 160の次 こはき咲 274 ナシ ナシ ×（189の次） ×（299） 305
ｇ 164の次 降雪に 279 ナシ ナシ 4 4 113
ｈ 167の次 東路を × 在前 在前 115 115 227
ｉ 189の次 こはき咲 305 ナシ ナシ ×（160の次） × 274
ｊ 192の次① 色はみな × ナシ 有端 1 1 110
ｋ 192の次② 尋入 × ナシ 有端 32 32 143
ｌ 192の次③ あくかれし × ナシ 有端 33 33 144
ｍ 195の次① をしか鳴 × ナシ 有端 3 3 112
ｎ 195の次② 月きよみ × ナシ 同 94 94 206
ｏ 197の次 須まの浦の 314 ナシ 有前 36 36 147
ｐ 202の次 独ねの × 有端 有端 90 90 202
ｑ 209の次 しかの浦 × 在前 有前 120 120 232
ｒ 237の次 いつもかは × 有端 （合点ｱﾘ） 203 203 320
ｓ 245の次① うきみいま × ナシ ナシ × ─ ─
ｔ 245の次② 月きよみ × 有端 有端 94 94 206
ｕ 245の次③ 故郷に × ナシ ナシ 95 95 207
ｖ 245の次④ うの花の × 有端 有端 18 18 128
ｗ 245の次⑤ よをのこす × 有端 有端 19 19 129
ｘ 249の次① ほのかにも × 在前 有前 20 20 130
ｙ 249の次② 秋の色も × 在前 同 21 21 131
ｚ 252の次① 秋かせも 370 ナシ ナシ 22 22 132
α 252の次② 今はたゝ × 有端 有端 23 23 133

〈付　　表〉
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ま
ず
、
Ａ
本
内
部
に
重
載
さ
れ
て
い
な
い
歌
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お

こ
う
。
ａ
は
、

カ　
　
　

左
大
臣
殿
御
会
四
季
恋

　
　

な
か
め
つ
る
け
ふ
は
む
か
し
に
成
ぬ
と
も
軒
端
の
梅
は
我
を
忘
る
な

と
見
え
る
も
の
で
、
有
名
な
式
子
内
親
王
の
詠
で
あ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で

竄
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、『
寂
蓮
集
』
で
こ
の
後
に
入
る
16
番
歌
（
掲

出
は
Ａ
本
に
よ
る
、
他
本
に
も
あ
り
）、

　
　

は
る
さ
め
は
ふ
る
と
も
な
く
て
あ
を
や
き
の
糸
に
つ
ら
ぬ
く
た
ま
そ
数

そ
ふ

は
三
百
六
十
番
歌
合
で
「
な
が
め
つ
る
」
歌
（
同
歌
合
60
）
と
隣
り
合
わ
せ

の
位
置
（
同
61
）
に
、「
前
斎
院
」
の
作
者
名
で
入
っ
て
い
る
。
こ
の
両
首
に

つ
い
て
立
ち
入
る
用
意
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、「
は
る
さ
め
は
」
歌
も
含

め
て
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ｂ
と
ｓ
は
そ
れ
ぞ
れ
、

キ　

あ
き
と
い
へ
と
ふ
か
き
う
ら
み
は
衣
う
つ
（
ｂ
）

　
　

う
き
み
い
ま
や
そ
う
ち
人
の
か
す
な
れ
は
（
ｓ
）

と
上
句
の
み
が
記
さ
れ
る
。
ｄ
の
、

ク　

う
し
の
こ
に
ふ
ま
る
な
庭
の
か
た
つ
ふ
り
つ
の
あ
り
と
て
も
身
を
な
た

の
み
そ

は
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
冬
に
成
立
し
た
十
題
百
首
の
「
獣
」
部
の
詠

で
あ
る
。

　

ｆ
・
ｉ
は
同
一
歌
で
Ａ
本
内
部
で
は
重
出
す
る
の
だ
が
、
Ｂ
本
・
書
本
で

は
そ
の
ど
ち
ら
の
位
置
に
も
当
該
歌
を
置
い
て
い
な
い
。
上
の
四
例
と
や
や

性
格
を
異
に
す
る
が
、
所
収
歌
の
点
で
Ｂ
本
・
書
本
と
対
立
す
る
例
と
し
て

こ
こ
に
掲
げ
る
。
歌
は
、

ケ　
　
　

左
大
臣
家
百
首
歌
合
秋
雨

　
　

こ
は
き
咲
か
た
山
か
け
に
日
く
ら
し
の
鳴
す
さ
み
た
る
む
ら
さ
め
の
空**

（
ｆ
）

の
詞
書
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
六
百
番
歌
合
に
提
出
さ
れ
た
詠
で
あ
る
。

　

右
の
六
例
以
外
の
、
Ａ
本
内
部
に
重
載
歌
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
歌
が
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
Ａ
本
の
重
載
位
置
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
を

示
し
た
の
が
カ
欄
で
あ
る
。
Ａ
本
に
あ
っ
て
Ｂ
本
の
同
じ
位
置
に
存
在
し
な

い
歌
は
、
Ａ
本
内
部
で
当
該
歌
が
重
出
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
す
べ
て
Ｂ
本
・

書
陵
部
本
の
同
じ
位
置
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
は
、
未
整
理
の
雑
纂
状
態
に
あ
っ
た
Ａ
本
か
ら
、
重

出
歌
を
除
棄
し
、
整
備
し
た
結
果
生
じ
た
形
態
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

例
外
は
先
に
挙
げ
た
ケ
で
、
重
出
す
る
ｆ
ｉ
の
い
ず
れ
も
が
除
棄
さ
れ
て

い
て
、
右
の
ル
ー
ル
か
ら
は
外
れ
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
本
は
こ
の
「
小
萩
さ

く
」
歌
を
雑
纂
本
で
は
な
く
、こ
れ
に
後
接
し
て
置
か
れ
る
「
詠
百
首
和
謌
」、

す
な
わ
ち
六
百
番
歌
合
に
際
し
て
詠
ん
だ
百
首
歌
の
一
首
と
し
て
は
収
め

て
い
る
の
で
あ
る
（
299
番
歌
）。
あ
る
い
は
、
ｆ
ｉ
の
「
こ
は
き
咲
」
歌
は
、

雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
と
二
種
の
百
首
歌
が
併
せ
ら
れ
た
際
に
、
重
複
す
る
と

し
て
除
棄
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か**

。

　

さ
て
、
ウ
欄
に
は
、
Ａ
本
に
あ
っ
て
Ｂ
本
の
同
位
置
に
は
存
在
し
な
い
歌

の
、
書
陵
部
本
に
お
け
る
有
無
を
示
し
た
。
算
用
数
字
は
書
陵
部
本
雑
纂
本

部
分
に
お
い
て
Ａ
本
と
同
じ
位
置
に
そ
の
歌
が
見
え
る
場
合
の
歌
番
号
を
示

し
、
×
印
は
当
該
歌
が
同
位
置
に
見
え
な
い
こ
と
を
示
す
。
前
節
に
お
い
て
、

書
陵
部
本
の
本
文
が
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
中
間
的
性
格
を
示
す
こ
と
を
検
証
し
た

が
、
所
収
歌
か
ら
見
た
場
合
に
も
書
陵
部
本
が
同
様
の
位
置
に
立
つ
こ
と
が
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重
ね
て
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ウ
欄
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
Ａ
本
・
松
平
本
で

和
歌
の
肩
に
付
さ
れ
た
重
出
を
示
す
記
号
の
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、

コ　

東
在
前
　

路
を
こ
え
く
る
春
の
跡
な
れ
や
今
朝
あ
ふ
さ
か
の
雪
の
む
ら
き
え

（
ｈ
）

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
も
の
で
、
エ
欄
に
そ
の
一
覧
を
掲
げ
た
。
肩
注
が
あ
る

場
合
に
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
字
句
を
そ
の
ま
ま
記
し
、
肩
注

が
な
い
場
合
に
は
「
ナ
シ
」
と
し
た
。
こ
の
肩
注
と
書
陵
部
本
に
お
け
る
歌

の
有
無
を
比
較
し
て
み
る
と
、
Ａ
本
・
松
平
本
で
重
出
を
示
す
肩
注
の
あ
る

歌
が
、
書
陵
部
本
で
は
多
く
除
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、
松

平
本
で
は
こ
の
一
致
率
が
高
く
、
例
外
は
ｏ
ｓ
ｕ
の
三
例
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
高
松
宮
Ａ
本
や
松
平
本
の
よ
う
な
雑
纂
的
な
原
初
形
態
の

伝
本
に
、
所
収
歌
の
重
出
に
気
づ
い
た
何
人
か
が
肩
注
を
付
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
歌
が
除
棄
さ
れ
て
書
陵
部
本
の
よ
う
な
形
態
が
生
ま
れ
た
、『
寂
蓮

集
』
の
漸
進
的
な
諸
段
階
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
書
陵

部
本
の
よ
う
な
形
態
を
基
に
、
さ
ら
に
重
出
歌
を
精
査
し
て
除
棄
し
、
ま
た

他
人
詠
で
あ
る
ａ
や
キ
に
示
し
た
上
句
の
み
の
ｂ
等
を
も
削
除
し
て
、
い
っ

そ
う
整
備
の
進
ん
だ
高
松
宮
Ｂ
本
の
よ
う
な
形
態
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る***

。

　
　
　
　

五　
〈
整
備
〉
作
業
が
も
た
ら
し
た
も
の

　

そ
れ
で
は
、
数
次
に
わ
た
る
整
備
を
経
た
高
松
宮
Ｂ
本
の
よ
う
な
段
階
が
、

我
々
の
も
っ
と
も
拠
る
べ
き
本
文
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、

重
出
歌
の
除
棄
と
い
う
〈
整
備
〉
に
よ
っ
て
、
本
文
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し

た
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
ｏ
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
ｏ
は
Ａ
本
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
（
立
論
の
都
合
上
、当
該
歌
以
外
の
部
分
も
記
す
。
以
下
同
じ
）。

サ　
　
　

百
首
哥
め
し
け
る
に
春
哥
中
に

　
　

し
在
前
　か

の
浦
や
け
ふ
た
ち
帰
る
は
る
風
に
こ
ほ
ら
ぬ
波
も
と
を
さ
か
る
也

（
209
の
次
）

　
　

志
賀
の
浦
に
釣
す
る
あ
ま
の
袖
さ
え
て
か
へ
る
波
ち
に
氷
し
に
け
り

（
210
）

詞
書
の
「
百
首
哥
め
し
け
る
に
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
該
歌
が
正
治
二

年
初
度
百
首
の
詠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
者
の
「
し
か
の
浦
や
」

歌
は
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
重
出
す
る
120
番
歌
は
、
Ａ

本
で
は
「
御
所
先
度
百
首
」
の
詞
書
で
119
番
〜
136
番
ま
で
連
続
す
る
正
治
二

年
初
度
百
首
の
歌
群
の
二
首
目
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で

は
同
じ
歌
群
中
な
が
ら
「
百
首
哥
め
し
け
る
中
に
」
の
詞
書
を
付
し
て
置
か

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
の
〈
整
備
〉
作
業
は
、
重
出
す

る
歌
の
片
方
を
除
棄
す
る
と
同
時
に
、
除
棄
し
た
和
歌
に
つ
い
て
い
た
詠
出

機
会
等
に
関
す
る
詞
書
の
情
報
を
、
残
す
側
の
和
歌
に
追
加
す
る
と
い
う
形

式
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
重
出
歌
が
除
か
れ
た
サ
の
箇
所
は
、
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
書
陵
部
本
に
拠
っ
て
掲
げ
よ
う
。

シ　
　
　

百
首
哥
め
し
け
る
に
春
哥
中
に

　
　

志
賀
の
浦
に
釣
す
る
あ
ま
の
袖
さ
え
て
か
へ
る
波
ち
に
氷
し
に
け
り

（
書
陵
部
本
327
）

本
来
は
「
し
か
の
浦
や
」
歌
に
付
さ
れ
て
い
た
詞
書
が
、
当
該
歌
が
削
除
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
後
接
す
る
Ｂ
本
210
（
書
本
327
）
番
「
志
賀
の
浦
に
」
歌

に
そ
の
ま
ま
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
消
息
が
見
て
取
れ
る
。〈
整
備
〉
作
業
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に
お
い
て
は
、
詠
出
事
情
を
記
し
た
詞
書
は
除
棄
歌
の
後
続
歌
に
別
の
詞
書

が
付
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
方
針
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
シ
で
は
本
来
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
和
歌
と
詞
書
の
季
節
が
合

致
し
な
い
が
、
Ｂ
本
で
は
こ
れ
を
不
審
と
し
た
の
か
、「
百
首
哥
め
し
け
る
に

冬
の
哥
中
に
」
と
詞
書
が
改
変
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
本
が
書
陵
部
本
よ
り
も
整

備
の
進
ん
だ
段
階
に
あ
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
な
お
、

Ｂ
本
210
（
書
本
327
）
番
「
志
賀
の
浦
に
」
歌
は
、
現
在
残
さ
れ
る
正
治
初
度

百
首
に
は
見
出
せ
な
い
。
あ
る
い
は
、
正
治
初
度
百
首
に
際
し
て
詠
ん
だ
も

の
の
提
出
し
な
か
っ
た
作
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詠
出
機
会
は
未
詳
と
す
る

他
な
く
、
Ｂ
本
210
・
書
本
327
番
歌
に
は
実
際
と
は
異
な
る
詠
出
機
会
が
付
さ

れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

雑
纂
本
『
寂
蓮
集
』
の
冒
頭
が
、
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
る
の
も
、
右
に
見
た
〈
整
備
〉
作
業
の
ル
ー
ル
が
も
た
ら
し
た

結
果
で
あ
ろ
う
。
Ａ
本
の
冒
頭
部
１
〜
５
番
歌
は
、

ス　

五
首
和
歌

　
　
　
　

春

　
　

色
は
み
な
ゆ
き
の
あ
し
た
の
梅
か
枝
に
は
る
の
も
の
と
て
鶯
の
な
く

　
　
　
　

夏

　
　

い
か
に
か
く
み
る
も
き
く
も
と
卯
の
花
に
ほ
と
ゝ
き
す
な
く
玉
川
の
里

　
　
　
　

秋

　
　

を
し
か
な
く
よ
そ
の
ね
さ
め
を
お
も
ひ
わ
ひ
な
か
む
れ
は
又
在
明
の
月

　
　
　
　

冬

　
　

降
雪
に
の
き
は
か
た
し
く
み
や
ま
木
の
お
く
る
梢
に
あ
ら
し
吹
也

　
　
　
　

恋

　
　

い
ま
は
わ
れ
う
き
を
か
き
り
と
な
か
め
て
も
心
の
ほ
か
は
な
れ
し
面
影

と
な
っ
て
い
る
が
、
書
陵
部
本
で
は
「
春
」
の
下
に
「
左
大
臣
家
会
」（
110
）、

「
秋
」
の
下
に
「
左
大
臣
会
」（
112
）
と
記
さ
れ
、
Ｂ
本
で
は
「
春
」
の
下
に

「
左
大
臣
家
哥
合
会
イ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
に
追
記
の
あ
る
１
・
３
番

歌
は
、
付
表
ｊ
ｍ
に
見
え
る
ご
と
く
、
Ａ
本
で
は
192
の
次
と
195
の
次
に
重
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
左
大
臣
家
会
春
哥
」「
左
大
臣
家
会
秋
哥
」
の
詞
書
を
付

さ
れ
て
い
る
。
書
陵
部
本
の
詞
書
は
こ
の
重
出
歌
を
削
除
す
る
際
に
ｊ
ｍ
の

箇
所
か
ら
転
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う***

。
こ
の
例
で
は
書
陵
部
本
の
方
が
Ｂ
本

よ
り
も
後
に
出
現
し
た
形
態
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
冒
頭
の
「
五
首
和
歌
」

の
記
述
に
よ
り
五
首
の
歌
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
Ｂ
本
は
第
一

首
目
に
の
み
会
記
を
付
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
作
業
手
順
は
、
本
文
に
思
わ
ぬ
改
変
を
加
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
付
表
ｅ
の
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
の
問
題
を
検
証
し
て
み
よ

う
。
こ
の
歌
は
Ａ
本
で
は
、

セ　
　
　

鳥
羽
殿
に
て
五
月
十
五
日

　
　
　
　

暁
聞
郭
公

　
　

ほ
と
ゝ
き
す
有
明
の
月
の
入
か
た
に
山
の
は
出
る
よ
は
の
ひ
と
声

（
74
）

　
　
　
　

松
風
涼

　
　

さ
を
し
か
や
な
を
秋
ま
て
と
し
の
ふ
ら
ん
ゆ
ふ
へ
は
い
ま
も
松
に
吹
か

せ	

（
75
）

　
　
　
　

遇
不
逢
恋

　
　

里
は
あ
れ
ぬ
む
な
し
き
と
こ
の
あ
た
り
ま
て
身
は
な
ら
は
し
の
秋
風
そ

吹	

（
76
）

　
　
　
　
　

已
上
了

の
歌
群
中
に
見
え
、
76
番
歌
の
み
が
、
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ソ　
　
　

影
供
哥
会

　
　
　
　

遇
不
逢
恋

　
　

さ
両
書
　と

は
あ
れ
ぬ
む
な
し
き
床
の
あ
た
り
ま
て
身
は
な
ら
は
し
の
秋
風
そ

ふ
く	

（
156
の
次
）

と
重
載
さ
れ
る
。
セ
に
掲
げ
た
歌
群
は
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
五
月

二
十
六
日
に
後
鳥
羽
院
が
鳥
羽
城
南
寺
で
催
し
た
影
供
歌
合
で
の
詠
で
、
同

年
七
月
に
没
し
た
と
さ
れ
る
寂
蓮
の
、
現
在
判
明
す
る
限
り
最
後
の
作
で
あ

る***

。
高
松
宮
Ｂ
本
と
書
陵
部
本
で
は
、
こ
の
ソ
を
欠
く
が
、
両
本
に
お
い
て

セ
の
箇
所
は
左
の
よ
う
な
形
態
を
示
し
て
い
る
。
い
ま
高
松
宮
Ｂ
本
に
拠
っ

て
掲
げ
る
が
、
書
陵
部
本
も
集
付
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
様
の
形
で
あ
る
。

タ　
　
　

暁
聞
郭
公　

鳥
羽
殿
に
て
五
月
十
五
日

　
　

時
続
千
　

鳥
あ
り
明
の
月
の
入
か
た
に
山
の
は
い
つ
る
夜
は
の
一
こ
ゑ	

（
74
）

　
　
　
　

松
風
暮
涼

　
　

棹
鹿
の
な
を
秋
ま
て
と
し
の
ふ
ら
ん
夕
は
い
ま
も
松
に
ふ
く
風	

（
75
）

　
　
　
　

遇
不
逢
恋　

影
供
哥
合

　
　

里
は
荒
ぬ
む
な
し
き
床
の
あ
た
り
ま
て
身
は
な
ら
は
し
の
秋
風
そ
吹

		


（
76
）

Ｂ
本
・
書
陵
部
本
の
本
文
が
、
高
松
宮
Ａ
本
の
よ
う
な
雑
纂
状
態
か
ら
重
複

す
る
ソ
の
「
さ
と
は
あ
れ
ぬ
」
歌
を
除
棄
し
、
そ
の
際
こ
れ
に
付
い
て
い
た

「
影
供
哥
合
」
の
会
記
情
報
を
76
番
歌
に
移
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
作
業
を
行
っ
た
人
物
は
、
74
番
歌
の
詞
書
に
行
事
が
開
催

さ
れ
た
場
所
と
日
時
し
か
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
異
な
る
情
報
で

あ
る
「
影
供
歌
合
」
を
落
と
さ
ず
付
け
加
え
て
お
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
結
果
、
74
・
75
番
歌
と
76
番
歌
と
は
別
行
事
に
お
け
る
詠
で
あ
る
か
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

問
題
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
高
松
宮
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
は
「
さ
と
は

あ
れ
ぬ
」
歌
を
削
除
し
た
後
の
箇
所
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
高
松
宮
Ｂ
本
に
拠
っ
て
掲
げ
る
。

チ　

影
供
哥
合
緑縁

歟

な
る
哥
め
し
け
る
時
旅
の
哥

　
　

む
さ
し
野
ゝ
露
を
は
袖
に
分
わ
ひ
ぬ
草
の
茂
み
に
秋
風
そ
吹
（
157
）

157
番
歌
は
ソ
に
後
接
す
る
歌
で
、
高
松
宮
Ａ
本
で
は
、

　
　
　

ゑ
ん
な
る
哥
め
し
け
る
時
旅
哥

　
　

む
さ
し
の
ゝ
露
を
は
袖
に
は
け
わ
ひ
ぬ
草
の
し
け
み
に
秋
風
は
ふ
く

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
本
の
ご
と
き
雑
纂
形
態
を
整
備
し
た
人
物

は
、重
複
す
る
「
さ
と
は
あ
れ
ぬ
」
歌
と
そ
の
歌
題
を
ソ
部
か
ら
除
棄
し
、「
影

供
哥
合
」
の
会
記
情
報
を
76
番
詞
書
に
付
け
加
え
た
も
の
の
、
ソ
部
の
会
記

は
除
棄
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
157
番
歌
と
連
続
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
157

番
歌
は
建
仁
二
年
三
月
に
行
わ
れ
た
「
三
体
和
歌
」
の
催
し
で
「
こ
と
に
艶

に
よ
む
べ
し
」
と
指
定
さ
れ
た
「
旅
」
の
作
で
あ
る
が
、
こ
の
操
作
の
結
果
、

高
松
宮
Ｂ
本
や
書
陵
部
本
に
お
い
て
は
、
あ
た
か
も
影
供
歌
合
で
詠
ま
れ
た

歌
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
集
を
整
備
し
よ
う
と
す
る

意
志
が
、
原
態
の
持
つ
情
報
を
で
き
る
限
り
忠
実
に
留
め
よ
う
と
し
た
結
果
、

当
初
の
目
的
か
ら
外
れ
て
、
実
際
と
は
異
な
る
詠
作
事
情
を
付
さ
れ
た
歌
を

生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

六　

未
整
理
雑
纂
本
文
の
重
要
性

　
〈
整
備
〉
作
業
が
も
た
ら
し
た
弊
害
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、

付
表
ｒ
の
例
で
は
、

ツ　
　
　

き
つ
き
の
み
な
と
を
な
か
め
や
り
て

　
　

い
有
端
　
　つ

も
か
は
ふ
か
き
み
な
と
を
た
つ
ぬ
れ
は
は
る
か
に
つ
た
ふ
わ
か
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の
浦
波	

（
Ａ
本
237
の
次
）

の
歌
は
、
Ａ
本
の
ご
と
く
234
〜
239
番
の
出
雲
大
社
参
詣
歌
群
中
に
置
か
れ
る

こ
と
で
、
詠
ま
れ
た
状
況
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
は
当

該
歌
を
右
の
位
置
か
ら
削
除
し
、

テ　
　
　

出
雲
の　

　（

きい
Ｂ
本

つ）　
　き

の
宮
に
ま
い
り
て
い
つ
も
の
川
の
ほ
と
り
に
て

　
　

出
雲
川
ふ
る
き
み
な
と
を
尋
ぬ
れ
は
は
る
か
に
つ
た
ふ
わ
か
の
う
ら

浪松ヒ

		


（
書
陵
部
本
320
に
よ
る
、
Ａ
本
203
）

を
の
み
残
す
。
詞
書
に
よ
っ
て
状
況
は
わ
か
る
も
の
の
、
出
雲
行
で
詠
ま
れ

た
歌
の
一
連
性
は
、
ツ
テ
の
両
方
で
失
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
重
出
歌
を
削
除
す
る
こ
と
で
歌
群
の
一
連
性
が
失
わ
れ
る
例

と
し
て
、
ｖ
〜
α
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
少
し
長
く
な
る
が
Ａ
本
の

当
該
箇
所
を
掲
げ
、
便
宜
の
た
め
に
各
歌
に
記
号
を
付
す
。

ト　
　

薄
暮
卯
花

㋐
う
の
花
の
か
き
ね
は
か
り
は
暮
や
ら
て
草
の
戸
さ
ゝ
ぬ
た
ま
川
の
里

（
245
の
次
④
）

　
　
　

暁
更
廬
橘

㋑
よ
を
の
こ
す
ね
さ
め
の
袖
も
朽
ぬ
へ
し
は
な
た
ち
花
の
む
か
し
か
た
り
に

（
245
の
次
⑤
）

　
　
　

古
池
菖
蒲

㋒
荒
は
て
し
池
の
み
き
は
も
あ
や
め
草
引
に
つ
け
て
そ
う
ち
は
ら
ひ
け
る（

246
）

㋓
あ
や
め
草
け
ふ
ひ
く
あ
と
に
み
ゆ
る
哉
た
て
を
く
石
も
い
け
の
こ
ゝ
ろ
も

（
247
）

㋔
あ
や
め
草
け
ふ
ひ
く
あ
と
そ
池
水
に
た
て
を
く
石
も
あ
り
と
見
え
け
る（

248
）

　
　
　

遠
山
郭
公

㋕
た
つ
ぬ
へ
き
行
衛
も
し
ら
す
ほ
と
ゝ
き
す
外
山
の
奥
の
く
も
に
い
る
声（

249
）

㋖
ほ
の
か
に
も
声
そ
か
は
ら
ぬ
ほ
と
ゝ
き
す
は
な
は
雲
か
と
見
え
し
お
の
へ

に	

（
249
の
次
①
）

　
　
　

風
前
夏
草

㋗
秋
の
色
も
野
へ
の
み
と
り
に
こ
も
る
ら
ん
む
す
ひ
な
は
て
そ
し
の
ゝ
を

す
ゝ
き	

（
249
の
次
②
）

　
　
　

雨
後
夏
月

㋘
と
こ
夏
の
は
な
に
た
ま
れ
る
村
雨
の
な
こ
り
そ
月
は
見
る
へ
か
り
け
る（

250
）

　
　
　

處
〃
照
射

㋙
い
か
に
し
て
し
か
の
た
ち
と
を
忍
ら
ん
と
も
し
の
か
け
は
は
山
し
け
や
ま

（
251
）

　
　
　

家
〃
納
涼

㋚
す
ゑ
む
す
ふ
と
な
り
の
人
や
待
つ
ら
ん
せ
く
て
に
く
ゝ
る
山
の
井
の
水（

252
）

　
　
　

蝉
声
夏
深

㋛
秋
か
せ
も
か
よ
ふ
は
か
り
の
梢
よ
り
ま
つ
を
は
ら
ふ
や
蝉
の
も
ろ
声

（
252
の
次
①
）

　
　
　

螢
火
秋
近

㋜
今
は
た
ゝ
一
よ
は
か
り
や
夏
む
し
の
も
え
行
末
は
秋
風
の
そ
ら（

252
の
次
②
）

Ｂ
本
・
高
松
宮
本
で
は
㋐
㋑
㋖
㋗
㋛
㋜
の
六
首
が
削
除
さ
れ
、
Ａ
本
・
Ｂ
本

の
18
〜
23
（
書
陵
部
本
128
〜
133
）
に
は
当
該
の
六
首
が
こ
の
順
序
で
入
る
。
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Ａ
本
の
ト
に
は
会
記
が
記
さ
れ
な
い
が
、
Ａ
本
・
Ｂ
本
18
番
・
書
陵
部
本
128

番
に
は
「
内
大
臣
殿　

座
主
御
ゝ
十
首
哥
あ
は
せ
あ
る
へ
し
と
て
」（
Ａ
本

に
よ
る
）
の
詞
書
が
付
さ
れ
て
、
藤
原
良
経
と
慈
円
が
催
し
た
十
首
歌
合
の

詠
で
あ
る
と
推
測
し
う
る
。
拾
玉
集
3926
〜
3935
に
は
「
緇
素
歌
合
十
題
」
と
し

て
右
に
掲
げ
た
歌
題
と
慈
円
詠
が
列
挙
さ
れ
て
い
る***

。

　

ト
で
は
「
古
池
菖
蒲
」
題
の
三
首
の
内
、
㋓
㋔
が
極
め
て
相
似
た
内
容
で

り
、
こ
の
歌
群
が
「
十
首
歌
合
」
の
た
め
に
詠
じ
た
歌
の
草
稿
だ
っ
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。「
遠
山
郭
公
」題
歌
も
二
首
案
じ
て
片
方
は
提
出
し
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
別
出
す
る
六
首
は
そ
の
中
の
自
信
作
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
Ａ
本
の
よ
う
に
重
複
歌
を
含
む
二
歌
群
が
家
集
内
に
残
さ
れ

て
い
れ
ば
、
双
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
以
上
の
よ
う
に
類
推
す
る

こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
で
は
重
出
歌
を
除
棄

し
、
六
題
六
首
か
ら
成
る
「
内
大
臣
殿　

座
主　

十
首
歌
合
」
歌
群
と
、
会

記
の
な
い
246
〜
252
（
書
本
363
〜
370
）
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
し
ま
っ
て
い
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
歌
を
同
じ
折
に
詠
じ
た
一
連
の
歌
群
と
し
て
復
元
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
Ｂ
本
・
書
陵
部
本
の
246
〜
252
は
、
こ
れ
が
同
じ
催

し
で
詠
ま
れ
た
一
連
の
作
で
あ
る
こ
と
す
ら
認
識
す
る
の
が
困
難
で
あ
り
、

20
と
249
（
書
本
130
・
366
）
と
に
別
々
に
入
る
二
首
の
「
遠
山
郭
公
」
題
歌
の

関
係
も
理
解
で
き
な
い
。

　

以
上
、
見
て
き
た
ご
と
く
、
書
陵
部
本
と
高
松
宮
Ｂ
本
は
重
出
歌
を
除
棄

し
て
整
備
を
図
る
作
業
に
よ
り
、
特
に
詠
出
機
会
の
点
で
我
々
に
誤
解
を
与

え
か
ね
な
い
情
報
を
包
含
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
松
宮
Ａ
本
は
確
か
に
重

出
歌
が
多
く
、
寂
蓮
で
は
な
い
何
人
か
が
歌
稿
を
怱
卒
に
ま
と
め
た
よ
う
な

雑
然
と
し
た
印
象
が
拭
い
が
た
い
が
、
未
整
理
な
形
態
を
残
し
て
い
る
が
ゆ

え
に
重
要
な
情
報
を
保
持
し
え
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
我
々
が
も
っ

と
も
簡
便
に
『
寂
蓮
集
』
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
私
家
集
大
成
』
と
『
新

編
国
歌
大
観
』
が
、
と
も
に
〈
整
備
〉
を
経
た
ゆ
え
の
問
題
を
抱
え
た
伝
本

を
底
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、『
寂
蓮
集
』
の
内
容
を
検
討
す
る
際
に
は
、

も
っ
と
も
原
初
的
な
形
態
を
残
し
て
い
る
Ａ
本
を
参
看
す
る
こ
と
が
、
今
後

は
必
須
の
作
業
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注*1　

久
曽
神
昇
『
顕
昭
・
寂
蓮
』（
三
省
堂
、
一
九
四
二
年
）

*2　

半
田
公
平
『
寂
蓮
法
師
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）

*3　

酒
井
茂
幸
「
霊
元
院
仙
洞
に
お
け
る
歌
書
の
書
写
活
動
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
121
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。

*4　

高
松
宮
Ｂ
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
袋
綴
一
冊
。
江
戸
中
期
写
。
縦
二
七
．
二

×
横
二
〇
．
四
㎝
。
紙
表
紙
で
鴇
色
地
に
明
る
い
灰
色
の
麻
の
葉
文
様
を
刷
る
。
表

紙
左
肩
に
薄
黄
土
色
の
題
簽
（
一
六
．
五
×
三
．
一
㎝
）
を
貼
り
、「
寂
蓮
集
」
と
墨

書
す
る
。
料
紙
楮
紙
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
墨
付
五
十
三
丁
。
一
面
十
行
書
き
、
和

歌
一
首
一
行
書
き
、
字
高
約
二
二
．
五
㎝
。
詞
書
三
〜
四
字
下
げ
。

*5　
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
）「
御
所
本
」
の
項
（
小
池
一
行
執
筆
）。

*6　

た
だ
し
、「
野
草
秋
」
題
は
月
詣
集
528
に
入
る
師
光
歌
に
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
Ａ

本
・
書
本
に
見
え
る
「
民
部
卿
」
は
、
藤
原
経
房
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

経
房
が
「
野
草
秋
近
」
題
で
歌
会
を
行
っ
た
こ
と
は
他
に
は
徴
証
が
残
ら
ず
、
そ
の

点
で
も
当
該
の
詞
書
は
注
意
さ
れ
る
。

*7　

猪
隈
関
白
記
・
建
仁
元
年
四
月
二
十
六
日
条
に
「
此
日
於
鳥
羽
北
殿
、
初
有
管
絃
・

和
歌
事
云
々
」
と
見
え
る
行
事
の
詠
か
。
明
月
記
・
同
日
条
に
こ
の
行
事
に
参
加
し

た
人
々
が
列
挙
さ
れ
る
も
の
の
、
寂
蓮
の
名
が
見
え
な
い
の
は
、
貴
族
に
限
定
し
た

交
名
で
あ
る
ゆ
え
か
。

*8　

ｉ
で
は
詞
書
「
秋
雨
」、
和
歌
「
こ
は
き
咲
片
山
か
け
に
日
く
ら
し
の
鳴
す
さ
ひ
た
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る
村
雨
の
そ
ら
」
で
、こ
の
歌
群
の
末
尾
192
番
左
注
に
「
已
上
左
大
臣
家
百
首
歌
合
」

と
あ
る
。

*9　

た
だ
し
、
ｆ
に
続
く
161
〜
163
番
歌
は
六
百
番
歌
合
の
詠
（
六
百
番
歌
合
の
歌
番
号

716
・
1026
・
492
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
本
内
に
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
考

察
が
必
要
で
あ
る
。

*10　

ク
に
掲
げ
た
ｄ
の
「
う
し
の
こ
に
」
歌
は
、
高
松
宮
Ｂ
本
で
除
棄
さ
れ
た
理
由
は

不
明
だ
が
、
同
本
で
は
当
該
歌
の
位
置
に
当
た
る
153
番
歌
と
154
番
歌
の
間
が
一
行
分

空
白
に
な
っ
て
お
り
、
削
除
し
た
痕
跡
が
明
白
に
残
る
。

*11　

Ａ
本
で
は
４
番
歌
が
164
番
の
次
に
重
出
し
、
Ｂ
本
は
こ
の
重
載
分
を
除
棄
し
て
い

る
。
ｆ
歌
に
は
詞
書
が
な
く
、
従
っ
て
Ｂ
本
の
４
番
歌
に
も
詞
書
の
追
記
は
な
い
。

な
お
、
書
陵
部
本
は
ｆ
の
位
置
に
当
該
歌
を
有
し
て
お
り
（
279
番
）、
こ
の
こ
と
か
ら

も
書
陵
部
本
が
Ｂ
本
よ
り
も
早
い
段
階
の
本
文
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

*12　

こ
の
歌
合
は
「
影
供
歌
合　

建
仁
二
年
五
月
廿
六
日
」
と
し
て
本
文
が
残
る
。
歌

合
開
催
の
時
日
は
こ
の
歌
合
本
文
に
従
っ
た
。
ま
た
、こ
の
本
文
に
よ
り
、歌
題
は「
暁

聞
郭
公
」「
松
風
暮
涼
」「
遇
不
逢
恋
」
の
三
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
高
松

宮
Ａ
本
は
75
番
の
歌
題
を
一
字
落
と
し
て
い
る
。な
お
、松
平
本
で
は
当
該
箇
所
は「
松

風
暮
涼
」
と
な
っ
て
い
る
。

*13　
『
類
題
鈔
』
に
は
、「
十
首
〈
同
家
（
後
京
極
摂
政
家
）」
と
し
て
「
薄
暮
卯
花
」
以

下
の
十
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（「
類
題
鈔
」
研
究
会
編
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）
影
印

と
翻
刻
』
351
頁
310
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
）。

〈
付
記
〉
貴
重
な
典
籍
の
閲
覧
と
翻
刻
を
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

宮
内
庁
書
陵
部
、
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
と
関
係
の
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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